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小内透教授・業績一覧

【研究】
A．単著
 1．小内透，1995.7.20，『再生産論を読む――バーンスティン，ブルデュー，ボールズ=ギンティ
ス，ウィリスの再生産論』東信堂．

 2．小内透，1996.2.28，『戦後日本の地域社会変動と地域社会類型――都道府県・市町村を単
位とする統計分析を通して』東信堂．【博士学位論文】

 3．小内透，2005.1.10，『教育と不平等の社会理論』東信堂．

B．編著
 1．小内透編著，2003.3.25，『在日ブラジル人の教育と保育――群馬県太田・大泉地区を事例

として』明石書店．
 2．小内透編著（広田照幸監修），2009.2.15，『リーディングス　日本の教育と社会13　教育

の不平等』日本図書センター．
 3．小内透編著，2009.12.25，『在日ブラジル人の労働と生活　講座　トランスナショナルな

移動と定住――定住化する在日ブラジル人と地域社会　第1巻』御茶の水書房．
 4．小内透編著，2009.12.25，『在日ブラジル人の教育と保育の変容　講座　トランスナショ

ナルな移動と定住――定住化する在日ブラジル人と地域社会　第2巻』御茶の水書房．
 5．小内透編著，2009.12.25，『ブラジルにおけるデカセギの影響　講座　トランスナショナ

ルな移動と定住――定住化する在日ブラジル人と地域社会　第3巻』御茶の水書房．
 6．小内透編著，2018.3.31，『北欧サーミの復権と現状　先住民族の社会学　第1巻』東信堂．
 7．小内透編著，2018.3.31，『現代アイヌの生活と地域住民　先住民族の社会学　第2巻』東信

堂．

C．共編著
 1．笹谷春美・吉崎祥司・藤井史朗・小内透編，1992.5.25，『変動期の社会学――自立と共同

をめぐって』中央法規出版．
 2． 小内透・酒井恵真編著，2001.10.25，『日系ブラジル人の定住化と地域社会――群馬県太
田・大泉地区を事例として』御茶の水書房．

 3．笹谷春美・小内透・吉崎祥司編著，2001.12.10，『階級・ジェンダー・エスニシティ――
21世紀の社会学の視角』中央法規出版．

 4．町村敬志・小内透・中筋直哉・西山八重子・藤田弘夫編著（似田貝香門監修），2006.5.10，
『地域社会学講座1　地域社会学の視座と方法』

D．共著書
 1．布施鉄治編著，1982.2.27，『地域産業変動と階級・階層――炭都夕張／労働者の生産・労

働―生活史・誌』御茶の水書房．
　　・第11章第2節　高校教育の変貌と高校生の生活史・誌　（682～ 703頁）
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　　・第11章第3節  各種諸機関の教育問題への対応　（704～ 705頁）

 2．布施鉄治・鎌田とし子・岩城完之編，1982.7.20，『日本社会の社会学的分析』アカデミア
出版会．

　　・附論　日本社会の発展と社会学研究 （佐々木明子と共同執筆） （269～ 280頁）

 3．布施鉄治編著，1992.2.28，『倉敷・水島／日本資本主義の展開と都市社会』東信堂．
　　・第4部第3章第2節　周辺郊外地区における地域社会変動と住民生活　（554～ 579頁）
　　・第7部第1章　重化学コンビナート建設に伴う農民生活と農村社会の変容　（810～ 834

頁）

 4．北海道教育大学教科教育学研究図書編集委員会編，1993.3.20，『教科と子どもとことば』
東京書籍．

　　・言語コード理論からディスコース論へ　（275～ 287頁）

 5．井上實・矢島正見編，1995.4.30，『生活問題の社会学』学文社．
　　・第14章  高学歴社会における教育問題　（231～ 248頁）

 6．橋本和孝・大澤善信編著，1997.6.30，『現代社会文化論』東信堂．
　　・第2章　文化的再生産としての教育　（25～ 44頁）

 7．1999.3.30，『調査と社会分析 NO.3 特集　日系ブラジル人の定住化と地域社会』札幌学院
大学人文学部社会調査室．

　　・序　章　問題意識と課題　（1～ 10頁）
　　・第1章　工業集積の過程と地域住民層の重層構造　（11～ 34頁）
　　・第3章　太田市と大泉町の外国人政策　（59～ 82頁：津田光輝，酒井恵真と共同執筆）

 8．2001.10.30，『調査と社会分析 NO.4 特集　現代日本の地域社会形成と中小企業の展開に
関する実証的研究』札幌学院大学人文学部社会調査室．

　　・第Ⅰ部第2章　現代日本の地域的不均等発展と地域社会類型　（12～ 50頁）
　　・第Ⅱ部第2章第1節　群馬県の地域社会形成と産業的特質　（127～ 148頁）
　　・第Ⅲ部第3章第3節　外国人の定住化と地域社会　（396～ 406頁：酒井恵真と共同執筆）

 9．石井由香編著（駒井洋監修），2003.7.31，『講座　グローバル化する日本と移民問題　第
Ⅱ期　第4巻　移民の居住と生活』明石書店．

　　・第6章Ⅰ  在日ブラジル人の教育問題――群馬県太田・大泉地区の実態をふまえて　
（216～ 233頁）

10．大久保武・中西典子編著，2006.4.1，『地域社会へのまなざし』文化書房博文社．
　　・第5章  変わる学校と地域社会の関係――教育と地域社会――　（98～ 120頁）
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11．宮寺晃夫編，2011.8.9，『再検討　教育機会の平等』岩波書店
　　・第7章  在日外国人の子どもの教育機会――日系ブラジル人を中心に―― 　（175～

198頁）

12．多言語化現象研究会編，2013.9.10，『多言語社会日本　その現状と課題』三元社．
　　・第15章5節　ブラジル人学校　（267～ 269頁）

13．Pella Calogiannakis, Konstantinos G. Karras, Charl C. Wolhuter, Tien-Hui Chiang, and 
Mutsuko Tendo eds., 2014.10, Crisis in Education: Modern Trends and Issues, Nicosia, Cyprus: 
HM Studies & Publishing．

　　・Part Ⅰ Chapter 7 New Comers and Education　(pp.131～ 139）

14．小笠原正明・安藤厚・細川敏幸編著，2016.6.15，『北大 教養教育のすべて　エクセレン
スの共有を目指して』東信堂．

　　・第3編第9章2　「大くくり入試」導入の意義とその影響　（164～ 167頁）

15．北海道大学アイヌ・先住民研究センター編，2018.9.20，『アイヌ・先住民研究センターの
10年――2007～ 2017――』北海道大学アイヌ・先住民研究センター．

　　・社会学（社会調査プロジェクト報告）　（73～ 83頁）

16．北海道大学教育学部　宮﨑隆志・松本伊智朗・白水浩信編，2019.8.10，『ともに生きるた
めの教育学へのレッスン40』明石書店．

　　・教育と社会的不平等の関連を解明する――新しい論点と課題　（158～ 161頁）

E．学術論文等
 1．布施鉄治・小内透，1979.3，「日本資本主義の発展と農民社会の構造的変質――農民層の

生活史・〈日誌〉を用いての学習・主体形成にかかわる部落社会の内在的変質に関する
事例分析-北海道幌延町Ｎ部落の場合」『北海道大学教育学部紀要』33：31-116．

 2．小内透，1980.3，「新酪農地帯における住民生活・地域社会の変貌と地方自治体の産業政
策・社会計画――北海道幌延町における実態分析」『「調査と社会理論」・研究報告書2　
地域産業・住民生活・社会構造の変動と「社会計画」』11-63，北海道大学教育学部教育社
会学講座．

 3．小内透，1981.9，「戦後日本資本主義の発展と北斗農場の展開過程（上）北海道・西天北
における集団共同農場の形成・展開過程に関する実証的研究」『北海道大学教育学部紀
要』39：85-146.

 4．小内透，1982.10，「戦後日本資本主義の発展と北斗農場の展開課程（下）北海道・西天北
における集団共同農場の形成・展開課程に関する実証的研究」『北海道大学教育学部紀
要』41：45-88.

 5．小内透，1982.11，「農業者の高齢化と社会福祉」『北方農業』32（11）：4-8，北海道農業会議．
 6．小内透，1983.10，「共同経営の展開過程と発展の基礎――北斗農場の36年の歩み」『北方
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農業』33（10）：8-12，北海道農業会議．
 7．小内透，1984.3，「現代資本主義の地域的不均等発展と地域社会類型」『北海道大学教育学

部産業教育計画研究施設研究報告書』26（産業と教育：4）：1-49，北海道大学教育学部産
業教育計画研究施設．

 8．小内透，1984.12，「老齢農家の引退後の生活――美深町の老人生活の特徴と問題点」『北
方農業』34（12）：8-12，北海道農業会議．

 9．小内透，1985.3，「現代日本の地域産業・社会基礎構造の実証的分析――戦後「高度経済
成長期」以降の地域産業・社会類型の設定」『「調査と社会理論」・研究報告書3　戦後日
本資本主義社会の地域基礎構造の発展と住民諸階層の生活様式の変質』19-170，北海道
大学生活社会学研究会．

10．小内透，1985.3，「重化学コンビナート建設といぐさ生産地帯における村落の変質構造―
―旧茶屋町A農事組合を事例として」『「調査と社会理論」・研究報告書9　倉敷市／倉敷，
児島，玉島，水島　地域産業変動と住民諸階層の生産・労働―生活様式の変質　分析シ
リーズ5　農・漁村地区，公害問題・市民運動』1-30，北海道大学教育学部教育社会学研
究室．

11．小内透，1985.10，「北斗農場の展開過程と現段階における諸問題 ――共同経営の発展の
内的基礎について」『村落社会研究』21：161-194，村落社会研究会.

12．小内透，1987.6，「戦後日本資本主義の発展と地域社会類型変動――全都道府県・市町村
分析からみた地域的不均等発展の諸相」『社会学評論』38（1）：10-25，日本社会学会．

13．小内透，1988.3，「「地域社会と教育」研究の「新段階」と課題」『北海道教育大学紀要 第1
部 C 教育科学編』38（2）：17-31．

14．小内透編著，1988.3，『農村社会における児童・生徒の生活と父母の教育意識　北海道教
育大学旭川分校教育社会学研究室研究報告書・第1号』北海道教育大学旭川分校教育社
会学研究室．

15．布施鉄治・小内透・小内純子，1988.10，「稲作北限地帯における減反政策の展開と農民
生活――北海道美深町T部落・P部落・H部落の事例研究 （共通課題 土地と村落（3）戦
後土地所有の変化と地域農業）」『村落社会研究』24：119－158，農山漁村文化協会．

16．小内透編著，1989.3，『都市社会における児童・生徒の生活と父母の教育意識　北海道教
育大学旭川分校教育社会学研究室研究報告書・第2号』北海道教育大学旭川分校教育社
会学研究室．

17．小内透，1989.10，「学歴水準の地域格差」『北海道教育大学紀要 第1部 C 教育科学編』40
（1）：11-28．

18．小内透，1990.3，「B.バーンスティンのコード理論の展開過程と問題点（上）」『北海道教
育大学紀要 第1部 C 教育科学編』40（2）：31-45．

19．小内透，1990.6，「第3章 個人を単位とする諸階級の生活・意識・社会関係の諸特質」『「調
査と社会理論」・研究報告書14　東京墨田区における事業体・世帯（家族）の生産・生
活様式変容と地域社会の構造的変質過程――現下における「家」的社会の構造変質諸過
程の分析』118-137，北海道大学教育学部教育社会学研究室．

20．小内透，1990.9，「B.バーンスティンのコード理論の展開過程と問題点（下）」『北海道教
育大学紀要 第1部 C 教育科学編』41（1）：45-58．
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21．小内透，1991.3，「P.ブルデューの文化的再生産論の到達点と課題」『北海道教育大学紀要 
第1部 C 教育科学編』41（2）：55-70．

22．小内透，1991.7，「社会空間としての階級構造――P.ブルデューの階級論の理論的考察」
『北海道教育大学紀要 第1部 C 教育科学編』42（1）：31-46．

23．小内透，1992.2，「ボールズとギンタスの対応理論の発展過程（上）」『北海道教育大学紀
要 第1部 C 教育科学編』42（2）：31-46．

24．小内透，1992.3，「生涯学習社会論の視点と生涯学習社会の成立条件」北海道教育大学旭
川分校『生涯学習叢書1　生涯学習社会と大学の果たすべき役割』13-27，北海道教育大
学旭川分校．

25．小内透，1992.6，「「学歴社会」における児童・生徒の生活:旭川市の小中高校生を事例と
して」『現代社会学研究』5：38-61，北海道社会学会．

26．小内透，1992.7，「ボールズとギンタスの対応理論の発展過程（下）」『北海道教育大学紀
要 第1部 C 教育科学編』43（1）：79-92．

27．小内透，1993.3，「学習権を保障する生涯学習の成立条件」北海道教育大学旭川分校生涯
学習研究会編『生涯学習叢書2 生涯学習・地域・大学』103-108，北海道教育大学旭川校．

28．小内透，1993.3，「P.ウィリスの3つの再生産論（上）反学校文化論・文化的生産論・消費
文化論」『北海道教育大学紀要 第1部 C 教育科学編』43（2）：57-73．

29．小内透，1993.7，「P.ウィリスの3つの再生産論（下）反学校文化論・文化的生産論・消費
文化論」『北海道教育大学紀要 第1部 C 教育科学編』44（1）：157-171．

30．小内透，1993.10，「再生産論の近年の動向と課題――変動論的視点の導入による再生産
論の再編をめざして」『教育社会学研究』53：155-173，日本教育社会学会．

31．小内透，1995.1，「機構的システムと労働-生活世界――実体論的社会把握のための一視点」
『北海道大学教育学部紀要』65：125-142．

32．小内透，1995.9，「学習権を保障する生涯学習社会の成立条件」北海道教育大学旭川校生
涯学習研究会・国際シンポジウム実行委員会共編『生涯学習叢書4 教育系大学における
生涯学習と大学開放』103-108，北海道教育大学旭川校．

33．小内透，1997.3，『「調査と社会理論」・研究報告書15 工業集積地域における階級・階層構
造と労働―生活世界』，北海道大学教育学部教育社会学研究室．

34．小内透，1997.3，「学校格差と社会階層の視点から見た高校生の生活と親の意識」小林甫
編『現代市民の生活価値変容と青年教育改革に関する教育社会学的・教育社会史的基礎
研究』75-111，北海道大学高等教育機能開発総合センター生涯学習計画研究部．

35．小内透，1997.5，「地域社会における機構的システムと労働―生活世界」『地域社会学会年
報』9：47-69，地域社会学会．

36．小内透，1997.6，「戦後北海道の地域社会変動」『現代社会学研究』10：1-22，北海道社会学会．
37．Toru, Onai, 1997.10, "Life styles and views on morals of technical high school students," 

Kobayashi, H., Gurisatti, P. and Borovskoy, G, V eds., Young People in Italy, Russia and 
Japan : For Endogenous Community Developments in the Non-Heavy Industrialized Regions , 
Group of International Joint Research, 102-116.

38．小内透，1998.3，『「調査と社会理論」・研究報告書16　工業集積地域における高校間格差
と高校生の生活・意識』，北海道大学教育学部教育社会学研究室．
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39．酒井恵真・小内透，1999.5，「外国人労働者の定住化と地域社会――群馬県太田・大泉地
区を事例として」『地域社会学会年報』11：38-56，時潮社．

40．小内透・古久保さくら・小野寺理佳・安部美佐，1999.6，『「調査と社会理論」・研究報告
書17　工業集積地域における児童・生徒の生活と親の意識』，北海道大学教育学部教育
社会学研究室．

41．小内透，1999.12，「共生概念の再検討と新たな視点――システム共生と生活共生」『北海
道大学教育学部紀要』79：123-144．
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